政策研究プロジェクト シラバス - 2025年春学期
都市における気候変動と持続可能な開発計画の統合：

オースティンとその先におけるコベネフィットとの取り組み


コース番号 　大学院セクション PA 682PGB (unique #: 60264)



学部セクション: PA325 (unique #: xxxxx)


日時：
曜日・時間割


日本、イギリス、フランスの研究者が参加するため、授業は毎週月曜日午後6時から8時、毎週金曜日午前8時から9時に行われる。 



教室: SRH 3.316 which also is SRH 3.350


初回授業ミーティング：
2025/1/13(月)午後6時から9時まで（テキサス時間）

担当教員：
David Eaton, Ph.D.
Bess Harris Jones Centennial Professor of Natural Resource Policy Studies
LBJ School of Public Affairs


Office/Phone
SRH 3.342; telephone: 512-626-6333


E-mail
eaton@austin.utexas.edu

Office Hours
Tuesdays, 2pm-5pm in office. Via phone, please call 512-626-6333.


Faculty Support
Crystal Arteaga


Office/Phone
SRH 3.346; telephone: 512-232-4292


E-mail:
crystal.arteaga@austin.utexas.edu 

    Co-Faculty :
Eric Zusman, Ph.D., zusman@iges.or.jp, Eric ZUSMAN, Ph.D. 
Research Director, Center for Sustainability Governance, Institute for Global Environmental Strategies (IGES), 2108-11 Kamiyamaguchi, Hayama, Kanagawa 240-0115 JAPAN, phone: +81-46-855-3815; Fax: 
+81-46-855-3809; email: zusman@iges.or.jp , URL: http://www.iges.or.jp
気候科学者の間では、気候変動の防止、緩和、適応のための行動が、人間や生態系への深刻な影響を回避し、すべての人にとって豊かな未来を実現するために必要であるというコンセンサスが生まれつつある。このコンセンサスにより、気候変動に対処するだけでなく、その他の開発優先課題（健康、雇用、投資、社会経済的／ジェンダー的公平、教育など）にも対応する解決策への支持が高まっている。気候変動と持続可能な開発の課題を横断する解決策からもたらされる複数の便益は、気候変動緩和策と適応策のコベネフィットと呼ぶことができる。コベネフィットとは、気候変動を緩和し、他の開発利 益を達成する行動からもたらされる全ての便益のことであ り、気候変動計画立案者が、政府機関や利害関係の異なる 利害関係者グループ間の協力を強化しようとする中で注目 されてきた。政策立案者は、野心的な気候変動対策の妨げとなるコスト面の懸念を軽減できるコベネフィットを特定した。気候変動と持続可能な開発の強い結びつきの多くは地域的なものであるため、コベネフィットに対する関心はおそらく都市で強いだろう。もし都市がコベネフィットを求める傾向があ っても、気候変動への対応がより広範な持続可能な 開発目標にどのように貢献するかを評価する能 力やツールが不足しているかもしれない。また、コベネフィットが大きいと判断した政策や施策の実施に苦慮する可能性もある。
このコースは、テキサス大学オースティン校（UT-Austin）と神奈川県葉山町の地球環境戦略研究機関（IGES/Japan）の共同授業で、UT-Austin、IGES/Japan、アメリカ、日本、フランス、イギリスの研究機関の大学院生、教員、スタッフが参加します。金曜日の午前8時から11時という時間帯は、日本にいる同僚がUTオースティンの学生や教員と交流できるようにするためです。UTオースティンのコースには、大学院のセクション（PA682PGA、固有番号：xxxxx）と学部のセクション（PA325、固有番号：xxxxx）があり、同じ時間帯に同じ場所で行われますが、受講条件や学生の期待値は異なります。テキサス大学オースティン校LBJスクール（LBJ School of Public Affairs）は、財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）（所在地：葉山町）と協力し、テキサス州オースティンが気候公平計画を実施することによって、自治体のインフラや自治体サービスを改善し、市民の健康を向上させることができるかどうかを調査している。このコースは、対象5都市間で気候変動対策のコベネフィットに関する経験の共有と相互学習を可能にする国際的な資金提供プロジェクト（英国のウェルカム・トラストなど）に貢献するものである： オースティン（テキサス州）、パリ（フランス）、日本の3都市（川崎市、新潟市、八戸市）である。
このポリシー・リサーチ・プロジェクト（PRP）の授業の目的は、学生を支援することである：

(1)コベネフィットが国際的な気候変動や持続可能な開発目標（SDGs）のプロセスとどのように関連しているのか、実務的な知識と設備を確立する；

(2) テキサス州オースティン市、フランス・パリ市、日本・川崎市、日本・八戸市、日本・新潟市、その他の都市において、コベネフィットをどのように定量化し、評価できるかを学ぶ。

(3) 調査対象の都市が、大きなコベネフィットが期待できる政策を実施する際の障壁をどのように克服できるかを見極める。
コースは、世界中の同僚がZoomでクラスに参加できるよう、金曜日の午前8時から午前11時までの定例クラスが予定されている：オースティンの午前8時は、季節によって日本の午後10時か11時になる。クラスがより小さな研究小グループに分かれる場合は、参加者にとってより都合の良い時間帯を特定し、それを利用する。
このクラスに在籍する学生は、テキサス・グローバルのGlobal Career Launch-Japan (GCL-Japan 2025)プログラムと提携したインターンシップを通じて、気候変動対策に積極的な日本の機関やNGOに組み込まれ、2025年夏に日本へ渡航する資格がある。補足的な資金源としては、テキサス大学での研究契約、留学生フィー奨学金、カーティス・W・メドウズ・ジュニア奨学金、クルック・フェロー奨学金、LBJスクールを拠点とするインターンシップ支援、または奨学金やフェローシップを含む他の情報源からの支援などがある。
コース目標と初期ワーキンググループ
このコースには5つの目的がある：

1.
気候変動と持続可能な開発目標（SDGs）に関わる国際的なプロセスにおける重要な展開に精通する。

2.
これら2つのプロセスの交差点にあるコベネフィットの概念を紹介する。

3.
都市におけるコベネフィットや気候変動とSDGsの相互関係を評価・定量化するための分析ツールの使い方を学ぶ。

4.
これらのツールをオースティンにおけるコベネフィットの評価・算定に応用する。

5.
オースティンでコベネフィットの大きい政策を実施する際の障壁を評価する。
年間を通じて、クラスのメンバーは上記の目標に沿った課題を達成する：

1.
気候変動計画の実施がSDGsのプロセスをどのように促進できるかについて報告する。

2.
健康のコベネフィットの紹介と定量化

3.
健康コベネフィットによる経済的・多目的便益、コスト、成果を推定する。

4.
実施の障壁とその克服方法の評価
ワーキンググループ-最初の数ヶ月

このコースは、まず4つのワーキンググループで構成され、オースティンの気候公平性計画との関連で、コベネフィットを定量化するためのさまざまな分析ツールを活用することを任務とする。

ワーキンググループ1：SDGsの相互リンク

(a)どの気候政策・行動が環境、健康、社会的公平性に関連した影響を与えるかを判断するための文献のテキスト分析とコーディング、(b)地方自治体のニーズと優先事項を理解するための関連政策のレビューによるオースティン市（COA）のためのツールの強化。
ワーキンググループ#2- 大気質

ストックホルム環境研究所（SEI）と共同で、大気汚染、気候変動、健康に関する緩和効果を定量化する。

作業部会#3- 熱中症

熱中症の回避・予防に関する適応効果を定量化する。
ワーキンググループ#4- アウトリーチ 

ある小グループは、オースティンとテキサスの利害関係者／連絡先、組織、指導的立場にある個人を開拓し、調査方法と成果の評価を依頼できるようにする。利害関係者には以下が含まれる：

* 医療機関（病院、医師会、研究者）；

* オースティン気候公平性計画の策定に積極的な近隣グループ。

* 調査結果や気候公平性計画の実施に関心を持つ非営利団体。
サイン・ポリシーのスキル

このクラスに参加する学生は、PRPの経験から以下の署名政策スキルを文書化することができる：

* プロジェクトの成果に関する説明的な概要を作成する；

* 利害関係者の意見を統合して行動を提言するための質的分析を行う；

* 定量的データと分析を政策オプションの議論に統合し、政策行動を裏付ける証拠として結果を提供する；
* 標準的な書式に従った、専門家として質の高い調査報告書の起草；

* 質的・量的証拠に基づき、プロジェクトの成果を口頭で主張する；

* 合意形成を可能にするために、意見の相違をどのように防ぎ、対応するかを理解する；

* 共通の成果を達成するためにグループで働くスキル；

* 限られた監督下で個人として働く能力；

* 多様な母国語を使用し、文化の異なる複数の国の専門家と協働する方法を理解している；

* 多様な一般的ソフトウェア（ワード、パワーポイント、エクセルなど）を使用した実証済みのスキル

* 多様なコンタクトソフトウェア（Slack、Discord、Teams、Zoom、Skypeなど）を使用し、他のプロフェッショナルと遠隔地から業務を行うことができる。

* シミュレーションや統計的手法を用いて自然現象をモデル化し、評価する能力；

* 専門的な会議での論文作成と発表。

* 報告書作成、コピー編集、出版前品質保証のスキル。
読書とリソース

相互リンク

- Breuer, A., Janetschek, H., & Malerba, D. (2019). 持続可能な開発目標（SDG）の相互依存性を政策アドバイスに変換する。持続可能性 11(7), 2092。
- Dawes, J. H., Zhou, X., & Moinuddin, M. (2022). SDGs間のシナジーとトレードオフのシステムレベルの結果：国レベルでの相互リンクネットワークの定量分析。サステナビリティ・サイエンス17(4), 1435-1457.
- Pham-Truffert, M., Metz, F., Fischer, M., Rueff, H., & Messerli, P. (2020). 持続可能な開発目標間の相互作用： 乗数や好循環を特定するための知識。持続可能な開発, 28(5), 1236-1250.

- Swain, R. B., & Ranganathan, S. (2021). ネットワーク分析を用いた持続可能な開発目標間の相互リンクのモデル化。世界開発, 138, 105136.
- Zhou, X. & Moinuddin, M. (2023). Zhou, X, & Moinuddin (2023). 相互連関の視点からの持続可能な開発目標への統合的アプローチ：方法論、意思決定支援ツールと応用。持続可能な開発目標間の相互連関において。Edward Elgar出版
大気の質と気候への恩恵

- Pearce, D.W., 2000. 気候変動政策の付随的便益のための政策枠組み。ロンドン：地球環境社会経済研究センター、Haines, A., McMichael, A.J., Smith, K.R., Roberts, I., Woodcock, J., Markandya, A., Armstrong, B.G., Campbell-Lendrum, D., Dangour, A.D., Davies, M. and Bruce, N., 2009. 温室効果ガス排出削減戦略の公衆衛生上の利点：概要と政策立案者への示唆。The lancet, 374(9707), pp.2104-2114.
- Nemet, G. 気候変動政策立案に大気質のコベネフィットを組み込むことの意味, 2010 Environ. Res. Lett. 5 014007Mayrhofer, J.P. and Gupta, J., 2016. 気候政策におけるコベネフィットの科学と政治。環境科学と政策　 57, pp.22-30.

- Karlsson, M., Alfredsson, E. and Westling, N., 2020. 気候政策のコベネフィット：レビュー。気候政策, 20(3), pp.292-316.
LEAPトレーニングガイドとビデオ
トレーニングガイド: https://leap.sei.org/documents/LEAPTrainingExerciseEnglish2020.pdf

Intro: https://www.youtube.com/watch?v=cW87lWDABgc&t=33s
Transport, Industry etc: https://www.youtube.com/watch?v=brSaqo0cV8I
Energy Demand: https://www.youtube.com/watch?v=VXY0W3CHztA&list=PLX-Kjcc7K01HvpJxOMfjMS69e2ZAADGso&index=2
暑さと健康
· Ebi, K.L., Capon, A., Berry, P., Broderick, C., de Dear, R., Havenith, G., Honda, Y., Kovats, R.S., Ma, W., Malik, A. and Morris, N.B., 2021. 暑い気候と極端な暑さ：健康リスク。 The lancet, 398(10301), pp.698-708.

· Rocque, R.J., Beaudoin, C., Ndjaboue, R., Cameron, L., Poirier-Bergeron, L., Poulin-Rheault, R.A., Fallon, C., Tricco, A.C. and Witteman, H.O., 2021. 気候変動の健康への影響：システマティックレビューの概要。 BMJ open, 11(6), p.e046333.

· McGeehin, M.A. and Mirabelli, M., 2001. 気候変動と変化が、米国における気温に関連した罹患率と死亡率に及ぼす潜在的影響。環境衛生の視点109(suppl 2), pp.185-189.

· Luber, George, and Michael McGeehin. "気候変動と猛暑」。アメリカ予防医学ジャーナル35, no. 5 (2008): 429-435.

· Wang, Y., Bobb, J.F., Papi, B., Wang, Y., Kosheleva, A., Di, Q., Schwartz, J.D. and Dominici, F., 2016. 1999年から2010年までの米国1,916郡における熱波時の熱中症患者とその影響修飾因子。環境衛生, 15, pp.1-9.

2025年春学期LBJスクール気候健康PRP暫定スケジュール
	日時
	大気汚染のモデル化 


	熱中症モデル化
	SDGsの相互連関モデリング

	1月
	LEAPによる推定値を基準汚染物質による健康影響の評価に変換する作業を支援する。
	オースティンにおける将来の気候シナリオと、熱ストレスによる疾病と死亡の発生率の推定値を用いて、猛暑による健康への影響を評価する。
	オースティンのSDGs相互リンクツールの改良

	2月
	LEAPによる推定値を基準汚染物質による健康影響の評価に変換する作業を支援する。
	将来の気温予測に基づくオースティンの熱中症予測
	米国における気候と健康計画を分析するためのフレームワークを開発する。

	3月
	LEAPによる推定値を基準汚染物質による健康影響の簡易評価に変換する作業を支援する。

(報告書草案の改訂）
	オースティンにおける将来の熱中症の影響に対する介入策の影響の推定

(報告書草案）
	気候健康ツールに情報を提供し、各都市がどのように連携しているかをベンチマークするためのデータベースを作成する。

(報告書草案）

	4月
	報告書のドラフトを書く。
	報告書のドラフトを書く。
	報告書のドラフトを書く。

	5月
	最終報告とプレゼンテーション
	最終報告とプレゼンテーション
	最終報告とプレゼンテーション

	6月
	最終結果をオースティンと共有


-----------------------------------

別紙1

2025年夏の補填に関するウェブサイト
* https://global.utexas.edu abroad/funding/scholarships
* https://www.scholarshiptab.com/scholarships/university-of-texas-at-austin-ut-austin-2021-international-education-fee-ief-scholarships

* http://utdirect.utexas.edu/student/abroad/globalassist.WBX

* https://onestop.utexas.edu/managing-costs/scholarships-financial-aid/

LBJ School students are eligible to apply for funds to support unpaid summer internships following policies promulgated for Summer 2024, as indicated in a website prepared for Summer 2020 at: *https://lbj.utexas.edu/sites/default/files/LBJ_School_Internship_Policies_for_Summer_2020.pdf. 
Students also are eligible to raise funds through a so-called ‘HornRaiser’ process; see 

* https://hornraiser.utexas.edu/about
There are many other sources of funds to support summer internships in Japan.
